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アルペニスの歌劇『マーリン J 一一序論

高官利行

イサーク・アルベニス（1860-1909）はカタロニア地方で生まれた、バス

ク人とカタロニア人の血を引く作曲家であるが、今日彼は『イベリア』

『スペイン組曲』など、アンダルシアの民族音楽に材をとったピアノ曲集

で主に知られている。しかし、長年ほとんど知られてこなかったが、アル

ペニスが手がけた歌劇も 20 ほどあり、その中には壮大な 3 幕物の歌劇

『マーリン』（1902）が含まれる。 2003 年にマドリッドで初演されるまで、

一部の関係者にしか知られていなかったこの作品が、作曲家の生存中に上

演されていれば、スペインの現代音楽史は変わっていただろう、スペイン

音楽はより早く国際化されていただろうに、と言われる。しかもその脚本

はイギリス人によって英詩で書かれている。 19 世紀に英語で書かれた歌

劇はきわめて少ない。本稿では、歌劇『マーリン』の成立に至る世紀末前

後の状況を、アーサー王伝説の復活とワグナーの楽劇の影響という面から

考察してみたい。

1895 年 1 月 4 日、フランシス・パーデット・マニー＝カウツ（1852-

1923）はアルベニスに宛てた書簡の中で、次のように悲憤’陳慨した。

アーサー王伝説に依拠した芝居が、ライシアム劇場でこれから上演

されると聞いて当惑しています。 10 年前、わたしはこの主題をもと

に 3 つの歌劇用脚本を書こうと計画し、たくさんの資料を集めてきま
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した。やる気になれば、 3 っとも一年以内に書き上げることができま

す。ところが、この不玲な作家が私のもくろみを奪いとりました。奴

は『アーサー王の死』で語られたもともとの伝説にまで遡りました。

そしてモーガン・ル・フェイを主役の一人としたのです。わたしが友

人に計画を漏らしてしまい、その友人の裏切りによって、わたしの考

えを利用したらしいのです。わたしはいつも自分の計画を他人に話す

ことによって自らを傷つけてきました。自分の主題に夢中になりすぎ

ると、劇場付きの作家や支配人たちが泥棒でやくざ者であることを、

わたしは忘れてしまうのです。夢中にならないようにするのは難しく、

その度にひどく落ち込んでしまいます。（！）

不思議なことに、『マーリン』について論文を著したウオルター・ A· ク

ラークも、 2003 年に初演した音楽監督ホセ・デ・エウセピオも、この部分

を引用していながら、ここでマニーニカウツが口を極めて指弾している相

手を特定していない。だが筆者は、さまざまな状況証拠から、これはジョ

ゼフ・ウィリアム・カミンズ・カー（1849-1916）であろうと推察する。（2)

作家であり、後期ラファエル前派の画家たちを売り出すグロヴナー・ギャ

ラリーの経営者で、また劇場支配人でもあったカーは、 1895 年 1 月 12

日、自ら脚本を書いた 4 幕の戯曲『アーサー王』をライシアム劇場で初

演した。この劇作品の上演は名優サー・ヘンリー・アーヴイングの力によ

るところが大きい。演出を担当し主役アーサー王を演じたアーヴィングは、

相手役のグェネヴイア王妃にエレン・テリーを選ぴ、劇音楽はサヴォイ・

オペラの作曲家サー・アーサー・サリヴァンに委嘱した。彼は初日の指揮

棒も振った。舞台装置と衣装、それに武具甲宵のデザインは画家サー・

ノfーン＝ジョーンズが担当したが、これはカーと懇意だった関係によるも

のかも知れない。問題は脚本で、アーサー王伝説であれば当然テニソンの

人気を無視するわけにいかず、アーヴイングも手を尽くしたが、時の桂冠

詩人を動かすことはできなかった。符余曲折のあげく、カーがマロリーの

『アーサー王の死』（1485）の後半部分に依拠して、「聖杯」、「王妃の 5 月
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の野遊びJ、「黒い舟j、「アーサーの最期J の 4 幕からなる脚本を書いた。

アーサーが異父姉のモーガン・ル・ブェイと交わって生まれたモードレッ

ドを、舞台に登場させて葛藤の種としたのは、あからさまな表現を嫌って

モードレッドの出自の秘密に触れなかったテニソンの『国王牧歌』におけ

る扱いから大きく逸脱するものであった。

その結果は、クレメント・スコットの観劇記にあるような初演での熱狂

に続いて（人 4 ヶ月で 100 回以上の上演を記録するヒット作となり、アメ

リカやカナダで公演をするほどの人気を博した。しかし 1898 年、バーン

＝ジョーンズが亡くなる 4 ヶ月前に、彼がデザインした舞台背景、衣装、

小道具のほとんどがサザークにあった倉庫の火事で焼失してしまい、不思

議なことにスケッチもほとんど残されていない。なおカーには『トリスト

ラムとイズールト』（1906）という 4 幕からなる中世的な戯曲もある。

カーの『アーサー王』が上演された同じ 1895 年、ヘンリー・ニューボ

ルトの 5 幕からなる詩劇『モードレッド－悲劇』が発表された。上演さ

れることはなかったが、これまたマロリーに依拠しながらもアーサーと

モードレッドの父と息子の関係を中心的に扱った、この時期としてはかな

り大胆な扱いの作品として注目される。（4)

こうして観察すると、 19 世紀末から 20 世紀初めにかけて、アーサー王

伝説を演劇や歌劇として舞台にのせようとする積極的な動きが各方面に

あったことは見逃せない。これはイギリスに限った現象ではない。例えば、

フランスではエルネスト・ショーソン（1855-1899）が、 1895 年にイ乍曲し

た歌劇『アーサー王』は、作曲家の死後 4 年たった 1903 年にようやくブ

リュッセルで初演された。（5）また同じ 1895 年、アルペニスと同郷のアマデ

ウ・ヴイヴェスは、一足お先にアーサー王歌劇『アルテュス』を作曲して

いた。こういった動きの背景には、アーサー王伝説によるワグナーの楽劇

『トリスタンとイゾルデ』（1865 年初演）、楽劇『パルジ、ファル』（1882 年

初演）や序夜っき 3 部作の楽劇『ニーベルンクの指環』の圧倒的な影響

があった。後述するようにマニー＝カウツが目論んだアーサー王歌劇 3 部

作もその影響下で書かれたことは明白である。もうひとつイギリスでは、
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アーサー王伝説の復活がマロリーの『アーサー王の死』の度重なる再版お

よびテニソンによる再話と不可分の関係にあることも無視できない。

さて、アルペニスは 1889 年故国を離れて、ヨーロッパに活躍の場を求

めた。パリとイギリスでの演奏活動に成功したアルペニスは、 1893 年後

半までロンドンに居を構えて、歌劇やオペレッタの作曲と指揮をするよう

になった。舞台で成功するのが彼の長年の夢だ、った。『魔法の指輪』と改

作され 1893 年にリリック劇場で上演された 2 幕のオペレッタは、依然と

して脚本の弱さが目立ったものの、音楽評論家としてのバーナード・

ショーからはある程度の評価を得た。（6)

1893 年 6 月アルペニスは、上述の手紙を書いたフランシス・バーデツ

ト・マニー＝カウツと契約を結んだ。『英国国民人名事典』つまり DNB

の第 2 版にも記述のないこの人物は、後に第 5 代ラテイマー卿となる

イ一トン校とケンブリッジ大学を卒業した弁護士、詩人、脚本家で、銀行

業を営む富裕なカウツ家の財産の相続人でもあった。リリック劇場とプリ

ンス・オブ・ウエールズ劇場への投資活動を通じて、アルペニスの人物と

音楽にほれ込んだマニー＝カウツは、友人としてまた後援者としての親交

を結んだ。多作な詩人だ、った彼はロンドンの出版社ジョン・レインのため

に編集の仕事も行っていた。だがこ人の友情に見られる事の本質は、凡庸

な詩人が有り余る経済的な援助を与える引き換えに、大作曲家に提供した

詩作品や脚本を音楽化してもらい、彼自身の名声を不朽のものとすること

だった。

こうした協力関係のもとで生まれたのが、蓄核戦争の末期、ボズワース

の戦いに材を得た歌劇でヴェルデイの影響が見られる『ヘンリー・クリ

フォード』（1895 年初演）、スペインの小説による『ペピータ・ヒメネス』

(1896 年初演、再演多し）、それに『マーリン』、『ランスロット』、『グェ

ネヴィアJ の 3 部作だ、った。さまざまな理由から、 1893 年アルベニスは

イギリスを離れて一旦祖国に帰り、一年後パリに落ち着いていたが、 2 作

品の初演はいずれもバルセロナで行われた。

マニー＝カウツはアルフレッド・テニソンの詩作品に強い影響を受ける
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と同時にマロリーを読んで、アーサー王物語のエピソードを多くの英詩と

して発表した。クリストファー・スミスによると、執搬な繰り返し部分を

もっ「アストラットの乙女－挽歌J は、 1877 年に私家版として出版した

『弦』に含まれた。明るい好情詩「グェネヴイア王妃の 5 月の野遊びJ と

トリスタン物語から再話した「コーンウオールのバラッドj と「美しきイ

ソウドJ は、『アルハンブラと他の詩群』（1888）に見られる。『ムサ・

ヴェルテイコルデイア』（1905）には郷愁を掻き立てる「グランストンベ

リ j が、『エジ、プトおよび他の詩群』（1912）にはアーサーの愛を失ったこ

とを嘆く「グェネヴィアの死の歌J などが含まれる。 1912 年に出版した

『アーサー王のロマンス』はマニー＝カウツの主要作品といってよいが、

これはアルベニスの歌劇 3 部作への台本『アーサー王』（1897）を改訂増

補したもので、序、「ウーサー・ベンドラゴンム「マーリンJ、「湖のラン

スロット J の 3 詩劇、詩「ランスロットの死」から構成されている。初版

と同じく、移しい擬古体の詩で書かれている。『思想、の冒険』（1915）に含

まれるエッセイ「アーサー王J で、マニー＝カウツは叙事詩的なまた劇的

な扱いが必要な場合にテニソンの手法はあまりに叙情的だったとしながら

も、この桂冠詩人によるアーサー王の描き方については賛同している。（7)

200 部印刷の私家版として世に出した 1897 年の 3 部作『アーサー王』

は、脚本家マニー＝カウツ自身による作曲家アルベニスへの次のような献

辞で始まる。（8)

I. アルペニス氏への献辞

親愛なるアルベニスへ

わたくしはこれらの好情劇に、そこに内在する音楽に相応しい解釈を

与えるべく、いつの日にか貴殿の才能に託したいとの希望をもって、

手を染めました。いまやその潮時となり、お受けくださるであろうと

厚かましさをもって貴殿にこれらをお届けいたします。それというの

も、貴殿は既にこれらに目を通し、賞賛してくださいましたから。と

ころでわたくしどもが協力して生み出した『ヘンリー・クリフォード』
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(6) 

と『ベピータ・ヒメネス』という 2 つの歌劇はともに外国では成功

を収めましたが、オペラを依然として奇抜としてしか見ないイギリス

では上演されておりません。こうして得ました経験はわたくしたちに

多くのことを明らかにしてくれましたが、そのひとつは文学と音楽の

間に起こった奇妙で道理に合わない希離です。いまここでこの重要な

問題に仔細に立ち入ることは出来ません。近い将来論じることをでき

ればと願っております。同時にひとこと申し述べたいのは、この欠点

は主に作曲家自身、とりわけイタリア楽派に帰するところではないで

しょうか。出来合いの安ピカ物をかけるために装飾師が釘を要求する

ように、彼らは言葉を要求してきたのです。しかし貴殿がそんな要求

をしてこられたことはありません。そしてわたくしの作品に下品な点

が見つかるならば、例えどんなものでも、わたくしの技の至らなさの

ためです。決して貴殿に芸術的理解力がないためではありません。反

対に、貴殿は音楽と詩が「調和の取れた姉妹J として生まれた「双子j

であることをよく認識しておられます。エリザベス朝の作曲家たちの

知恵にまで立ち戻るワグナーの教えのその部分を、本当に高く評価し

ておられます。それといいますのも、彼らは決して詩人たちを無意味

なへぼ詩に誘い込むことはしなかったのです。かの時代のもっとも素

晴らしい詩の多くは、音楽のために書かれたからです＊。もっともそ

の時代には、詩人が音楽理論をよく学んでおりましたから、そんなに

たやすく惑わされることもありませんでした。

わが親愛なる友よ、賞賛と親愛の情がもたらすすべての気持ちとと

もに、わたくしの作品を貴殿の手に委ねます。

いつまでも貴殿に忠実な F. B. マニー・カウツ

1897 年 7 月

＊「当時詩はまだ音楽から分離していなかった。カスティリョーネの『廷臣

論』にあるように、音楽は紳士にとってなくてはならぬ噌みだった。ヘンリ－

8 世は情熱的に音楽を愛したし、ワイアットのほとんどすべての恋愛好情詩は、
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リュートの伴奏を必要とすべく作曲された。」 W.J. コートープ著『英詩の歴史』

（ロンドン：マクミラン、 1897）、第 2 巻、 p.57.

マニ一二カウツはこの序文で、ワグナーの総合芸術論の一翼を担った言

葉と音楽が姉妹芸術であることに共感し強調するのに、当時著名だ、った英

文学者コートープの引用まで脚注に出しながら解説し、明らかに自らの

アーサー王 3 部作の歌劇をその方向で生み出したいという希望を述べて

いる。またワグナーが北欧伝説『エッダ』ゃ『サガj に基づいて『ニーベ

ルンクの指環J を作曲したのに対して、マニ一二カウツはイギリスが誇る

アーサー王伝説の古典『アーサー王の死』に基づいて、それまでイギリス

にはほとんど存在しなかったグランド・オペラを創出したいと考えたよう

だ。そして、序論の中で彼はアーサー王伝説を一種のアレゴリーとして、

次のように解釈した。

我らが誇る偉大なイギリスの伝説、アーサー王の歴史は全ての他の

伝説と同じく、アレゴリーである。最も広い意味では、そこから生命

が生まれる人間の本質の精神的な面と感覚的な面の永遠の相克を表

す。人民のために身を尽くし、聖杯探求に打って出て、理想的な騎士

道を教導するとともに実践するアーサー王は、精神面を体現している。

夫が余りに聖人に近いことに不満を抱いて、ランスロットに真の相方

を見出すグェネヴィアは感覚面を表す。他方、二つの力の間に置かれ

たランスロットは、両者の競合の犠牲者であり、人類の表象といえよ

λ （9) 
ノ O

続いてマニー＝カウツは、アーサー王伝説を一個人あるいは一国家の、

いやあらゆる国家の 3 つの時期になぞらえることができると明言する。

混沌の状態から賢人マーリンというキング・メーカーの影響によって生ま

れる第 1 期、偉大なアーサー王の指導で成長し、行動と愛国的な熱狂が

深い宗教的献身と結びつく第 2 期、そして裏切り者につけこまれて繁栄
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から転落する第 3 期である。そして、彼はそれぞれの時期を 3 部作

『マーリンj、『ランスロット』、『グェネヴィア』に対応させている。

マニー＝カウツがどの程度フロイト理論を知っていたかは定かではない

が、彼はマロリ一作品における近親相姦による大団円への進行を、オイ

ディプス的悲劇と見ている。その根本はアーサー王が姉のモルゴースとの

近親相姦によって誕生する甥にして息子に当たるモードレッドにあるわけ

だが、脚本を著わすに当たり、著者は，思い切った潤色を施している。

私はあえてモードレッドをモーガン・ル・フェイの嫡出子に作り変

えた。これによって、彼の両親の汚名は取り除かれ、その性格は維持

されるものの、行動は閣の力を有する一人の人物によって導かれるの

である。さらに、余りに劇的なために無視できない人物モーガン自身

は、かくして物語を動かす動力に組み込まれ、その行動は重要性を帯

ぴる。彼女は、国家の命という縦糸と交差する個性という複雑な横糸

の中で、目立つ光彩を放つに至る。しかも威厳をもって物事を動かす

のである。（10)

マニーニカウツがモーガンとモードレッドを表舞台に出した点では、

アーサー王伝説とりわけ『アーサー王の死』に登場する女性像に着目して、

女性たちの目を通してフェミニズムの観点からマリオン・ジマー・ブラッ

ドリーが著わした『アヴアロンの霧j (1982）を想起させる。（II）しかし、皮

肉なことに、マニー＝カウツが依拠した『アーサー王の死j の刊本は、

ヴィクトリア朝の乙に澄ました世相を反映して、モードレッドの出自など、

道徳・宗教的に好ましくない表現を徹底的に改憲したグローブ版（1893)

であった。（ロ）なお、遡源学的にはモーガンと同根のはずのニヴィアン（マ

ロリーのニミュエ、テニソンらのヴイヴイアン）を、マニー＝カウツはサ

ラセン人の踊り子として登場させている。（日）

『マーリン』の粗筋は、基本的に『アーサー王の死』に基づいているが、

いくつか重要な相違点もある。第 1 幕はロンドンのセント・ポール寺院
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の外で展開する。そこには王剣エクスカリバーが大理石に突き刺さってい

る。クリスマスの日、教会の中では僧侶たちが聖アンブロシウス作といわ

れるグレゴリア聖歌を唄っている（これは珍しい扱いである）。モード

レッドが試して引き抜けなかったエクスカリバーを、アーサーは軽々と抜

いてみせ、国王として宣言される。

テインタジェル城を舞台とする第 2 幕では、モーガン・ル・フェイと

モードレッドによる反乱が鎮圧され、捕虜となったという知らせをマーリ

ンが伝える。同時にアーサーが愛するグェネヴィアと深みにはまらないよ

うに警告するが、アーサーは拒絶する。モーガンはマーリンの能力を奪う

作戦に出る。サラセン人の踊り子ニヴィアンが登場し、彼女と他の踊り子

たちにマーリンがかけた魔術について語る。踊り子たちは魔法をかけられ

て、地中の宝を守る地の精（ノーム）たちを誘惑し、彼らが洞穴の守りを

忘れたところでマーリンが宝を盗むという算段だ。マロリーの原典にはな

い黄金への執着には、銀行家としてマニー＝カウツの姿と、『ニーベルン

クの指環』の中でラインの黄金を守る地下の小人族が意識されている。ニ

ヴィアンはマーリンに懇願してこの呪文を破ってもらい、モーガンの計画

に参加する。

第 3 幕ではマーリンが登場して、再度アーサーがグェネヴィアに魅か

れることがないように警告するが、かえってアーサーの代理として彼女に

結婚を申し込む役を言いつけられる。マーリンはその前に、地の精たちか

ら黄金を奪取することを決心する。そこにニヴィアンと踊り子の一団が現

れて、マーリンと地の精たちを誘惑して虜にする。地の精たちは洞穴から

離れてサラセン人を探しに行き、マーリンとニヴイアンが取り残される。

彼女がマーリンのためにだけ踊り、魅惑した結果、彼の杖を入手する。

マーリンが洞穴から黄金を略奪しようとするので、ニヴィアンはそばの石

を杖で突くと、転がって洞穴を塞ぐ。自由を得たニヴイアンは狂喜して故

国に戻る。モーガンが勝ち誇ったところで、幕が下りる。

『マーリン』は 3 部作の第 1 部に過ぎない。これに続く第 2 部『ラン

スロット』では、王妃となったグェネヴィアが円卓の騎士の一人を毒殺し
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ょうとしたと誤って糾弾され、ランスロットが進み出て彼女の擁護者とし

て戦う。そして二人の聞に愛が進行する。第 3 部『グェネヴィア』では、

偽の手紙でおびき寄せられたランスロットがグェネヴイアの個室を訪れた

ところを糾弾され、アーサーは彼に戦いを宣言する。しかしアーサーは真

の敵はモードレッドであることを知り、最期の戦いで互いを死に至らしめ

る。グェネヴィアは尼僧院に龍もり、ランスロットは一人残されて、騎士

道の終駕を悔やむ。

この歌劇台本に用いられた英語は擬古体で、 15 世紀にマロリーが用い

た中英語をそのまま使っている場合があるので、脚本の内容を理解するの

は現代の英米人でもかなり難しいはずだ。マニーニカウツ自身それを意識

して、巻末に 4 ページに渡って難解用語集を加えている。例えば、 Wend

という動調には‘ Wend, to wend is to go; but wend is also preterite of ween (which 

see）’と注を付けている。確かに wend には「行く」という意味も、 ween

「思う」の過去もある。中英語の素養のない者には理解が難しいであろう。

なお、マロリーが用いていない表現には＊を付けてわざわざ区別している。

かくして余りに難解な英語の表現を用いたため、しかもこれに旋律を付け

れば聞いて理解するのはさらに難しい。ここにこの作品の大きな欠点があ

るといってよい。さらにテイラーとブルーアは、ほとんどノfントマイム（お

とぎ芝居）を思わせるような大げさで、愚かしい表現を 3 例挙げている。（14)

マニー＝カウツによる 3 部作の台本は初版で合わせて 96 ページ、こ

こで問題にしている『マーリン』はわずか 34 ページしかない。出来上

がったアルベニスの音楽は 2003 年の初演 DVD で計ると、第 1 幕 52 分、

第 2 幕 42 分、第 3 幕 60 分と、全 3 幕で正味 2 時間半を超える大作と

なっている。アルペニスによる声楽とピアノの作曲は 1898 年には終わり、

オーケストレーションも直ちに開始された。 1901 年には編集者に送られ

た総譜は印刷のために図版が作られた。 3 度の改訂の後、管弦楽付き決定

版は 1902 年には完成し、アルペニスはその上演に奔走した。しかし不首

尾に終わり、序曲だけが何度か、場合によっては作曲者自身の指揮で演奏

された。声楽とピアノ版は 1905 年 2 月 13 日ブリュッセルで演奏された。
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このときアルペニスは管弦楽のパートをピアノで演奏した。因みに、

ショーソンの歌劇『アーサー王』が作曲家の死後 1903 年にブリユツセル

で初演されているように、当時のブリユツセルはヨーロッパ文化の中心地

で、きわめて高いレベルでの音楽活動が展開していたのである。なお、第

2 作『ランスロット』にはピアノと声楽版だ、けが残っているが、第 3 作

『グェネヴイア』には再構成できる材料は何も残されていないという。

1917 年、ワグナーの伝記で名高いアーネスト・ニューマンは『マーリン』

のもつ「魔法のような美しさj を称え、「スペイン人が神聖なブリテンの

伝説をもとに最良の歌劇を作った」と評したが、多くの批評家たちは 3

部作をアルペニスの芸術的な気質とは相容れないものとして一蹴した。（日）

アルベニスの筆になる他の歌劇の中にはマドリッドで上演されたものが

あるが、彼の努力にもかかわらず、『マーリン』の上演は叶わなかった。

そして 1950 年になって初めて、青少年フットボール・クラブがバルセロ

ナで「初演」と主張する上演を行ったが、英語の台本はスペイン語に翻訳

され、大幅にカットされた。それゆえ、 2003 年 6 月 9 日にマドリッド王

立劇場で上演された『マーリン』が、原語でカットなしの真の初演となっ

た。

この初演に向けて、音楽監督のホセ・デ・エウセピオは先輩の研究を跡

付け、独自の長年の研究によって、今に残る断片から総譜に見られる印刷

の誤りをただし、アルベニスが意図したと考えられる音楽を作り上げた。

スペイン大統領夫妻の協力も受けたエウセピオは、まずステージ・オペラの

形式で、プラシド・ドミンゴをアーサー王の役に起用して全曲録音した。（凶）

舞台上の初演ではマーリンにデイヴイッド・ウィルソン＝ジョンソン、

モーガン・ル・フェイにエヴァ・マルトン、アーサーにステュアート・ス

ケルトンといった豪華な歌手陣を配した。初演の舞台は衛星を用いて

BBC がイギリスにも放映した。モダンな舞台構成と大胆な演出があい

まって、大成功を収めた。マーリンの杖は男根の象徴のように扱われるが、

英語の sta百には両義がある。

『マーリンJ におけるアルペニスの音楽は、第 3 幕の二つの扇情的な踊
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りに用いられる曲を除くと、スペインの香りのするものは少なく、むしろ

脱スペイン色が強いといってよいだろう。そこにはワグナー崇拝者として

のアルペニスの姿勢が垣間見られる。動機の使用、重唱を避けるやり方な

ど、多くの点でワグナーに学んでいる。既に世紀末のスペインにもワグ

ナー熱が蔓延していたから、マニー＝カウツとアルベニスは自分たちの

3 部作がヨーロッパでもスペインでも通用すると考えたのであろう。アル

ペニスがロンドンに住んでいた頃、彼はワグナーの『ラインの黄金』と

『ワルキューレj の抜粋を、ブリユツセルの恩師ルイ・ブラッサンによる

トランスクリプションで弾いてみせ、バーナード・ショーに感銘を与えた。

彼は機会あるごとにワグナーの楽劇に接したし、『トリスタンとイゾルデ』

のリハーサルの指揮をしたこともあった。彼が座右に置いていた『指環』

の総譜には、移しい、しかし理屈にあった注が書き込まれているという 0 (17) 
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